
指 標

Process

各指標の計算式と分母・分子の項目名 分母・分子の解釈

分子
入院中に退院に向けて退院後の在宅療養を担う事業所の担当者を

交えて検討した患者数

診療報酬上の算定に限らず他施設担当者を交えて検討した患者数。

紹介状のみ、電話対応のみはカウントしない。

ケアマネ 、訪看STなど の担当者と の退院に向けたカ ン フ ァ は

カ ウ ン ト す る 。

特別な関係にある事業所担当者が相手でもカウントしてよい。

分母 対象月退院患者のうち在院日数 7 日以上の患者数

収集

期間
１ヶ月毎

調整

方法

55 在宅療養カンファレンス割合

指標の意義

指標の計算式、分母・分子の解釈

・地域における医療-介護連携を促進し、在宅療養を希望する患者・家族のニーズにこたえるプロセス。

考察

改善・運用事例など

最小値 0.００ 25％値 5.54 中央値 11.90 75％値 18.40   最大値 36.70

回答病院 66で、前年に比べ2病院増加。

2016年の定義の変更により、特別な関係にある事業所担当者を交えた場合にもカウントしてもよいとなったこともあり、

法人内の連携数が加わったことで件数が増加しています。

より良い在宅療養環境整備、退院患者の情報共有などに有効だと考えられます。

・地域連携センターが開始され、退院支援が強化されたことでカンファレンス件数が倍増している。

・ケアマネジャーに入院時に連絡する方法を取り入れたため、直接話し合う機会が増えてきた。

・介護支援連携指導料算定も行うことができるよう、関係機関との連携強化と経営的効果も含め、意識的なカンファレンス開催に

努めている。

・他部署が作成した資料を加工し作業を行っていたが、当部署で時間を要さず抽出することができた。
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